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研究成果の概要 

2023年度は初年度であるため、まずは研究環境構築と研究の方向性を定めることに焦点を合

わせた。本計画の方向は大きく分けて「①運動量空間の幾何・トポロジーを用いた量子技術の開

発」「②一般のパラメータ空間の幾何・トポロジーを用いた量子技術の開発」「③量子技術を用いた

幾何やトポロジーの研究」の３つである。初年度は特に Rydberg状態を次元として用いて幾何学的

性質を使って局在を実現する Aharonov-Bohm cagingや、実空間に虚数磁場があるときの（幾何

学的な）Aharonov-Bohm効果などを調べ、後者は 1)として出版もされている。このトピックは広い意

味で①と関連しているが、運動量空間というよりもむしろ（人工次元あるいは通常次元の）実空間に

関する幾何学的効果である。また、③に関しては多体の量子計量と多体局在の関係を調べたが、

量子技術、特に量子コンピュータとの関連については次年度以降の課題である。また、次年度以

降、積極的に運動量空間を用いる量子技術の方法や②についても研究を広げていく。 
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